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1． 都市のエネルギー消費にともなう環境問題の現状と政策の動向
①地球温暖化問題

－日本と海外のCO2排出量の比較：京都議定書の達成が非常に厳しい状況

－産業用、輸送用に比較して、民生用エネルギーが大きく伸びている

　　②ヒートアイランド問題

　　　　－ヒートアイランドの実態

　　　　－エネルギー消費とヒートアイランド、人工排熱の影響

　　　　－ヒートアイランド対策の考え方

　　③地球温暖化問題、ヒートアイランド問題への政策面の取り組み

　　　　－総合資源エネルギー調査会需給部会（2004年10月）：2030年のエネルギー需給展望

－環境省 京都議定書目標達成計画（2005年４月）：「エネルギーの面的な利用の促進」－環境省（関係府省連絡会議）（2004年３月）：ヒートアイランド対策大綱

－都市再生本部（2005年4月）：地球温暖化対策・ヒートアイランド対策モデル地域
2． これからの都市環境を考えた地域エネルギーシステムの検討

①地域エネルギーシステムの対象地域と類型
②システムの具体的検討事例

－大丸有地域：分散電源を組み込んだ熱供給、都市排熱処理システム
－新宿地域における排熱処理システム

－京浜臨海部における工場排熱利用の可能性、大深度地下熱源ネットワーク（海外の事例の紹介：コペンハーゲン、ヘルシンキなど）
－既成市街地における熱エネルギーの面的融通と供給網の拡大（横浜）

3． まとめ
－これからの地域エネルギーシステムと「地域エネルギーマネジメント」
